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1尭尺骨の骨折は小型大種、なかでもトイ種の整形疾
患の代名詞とも言える疾患です=骨幹部遠位 1/3での
骨折が多く、ソフアなどといったわずかな高さからの
,i各ドでも生じてしまいます_そしてトイ種の撓|(骨
折は、癒合不令が起きやすい骨折としても有名です _
その理由として、骨の|1危弱性と|[1上管分布がなえら
れています1骨に分布する血管には内骨性血管と外
骨性血管の2種類があ |,、 トイ種は大型大種と比較
して、内骨性血管と外骨性血管の両方が乏しいから
です :‐ 特に外骨性血管は、早期の骨癒合に重要な役
割をもっていると考えられています|ド
.|,
もともと||ll_竹分布が乏しいところに、骨折という
障害とブレートという内固定が加わることで、 さら
|こ骨への血液供給が障害されてしまうというのは容
易に想像できます :
|「1合不全や骨欠損が認められた場合の対処方法
として、骨移植術や人]:骨、骨 ||ち成蛋向 IBonc
Morphogcllic Protcin-2:BMP21 とい っ た IJ文長 |た|
「 が利用されていますっ骨移植術のなかでも国家海
面骨移1直術はポピュラーな方法で、癒合不令の場合
だけではなく、通常の骨折治療でも用いられること
がある手技です。
近年、ヒト医療において体外衝撃波キ:台療 IShock
Wavc Thcrap)iSWT)が、'lti合不令の治療に有用であ
ることが報告されましたI「:また、獣医療で|よTPLO
後にSWTを実施したところ、骨切リラインの不明瞭化
がより早期に認められること力洋k告されました ,
また、他にもいくつかの論文で有効性が報|IFされ
ており、安全性も証明されています・I SWTによ
|)骨癒合が促進される1日確なメカニズムはまだ解|り∫
されていませんが、||‖管キサi生の促進および内皮ホ||1胞
でのNO合成促進、間業系細胞の骨原生分化、ヒア
ルロン酸とグリコサミノグリカンの増加が認められ
てお 1)、 これらが関わっているものと考えられてい
ます.:
今回、本院でもこの体外衝撃波装1置を初めて,専人
し、′ll・折||`復後にSWT実施したりli:例をi′千1強lンまlン
たので、その概要を|は告したいと思います[
● 症 例
トイ・プー ドル (去勢雄、3歳11カ月齢、体重 4 kg)
ソファから落下して両側撓尺骨を骨折。近医のもとで
手術をするが、左側撓尺骨で再々骨折が認められたため、
酪農学園大学附属動物医療センターを受診。
本院初診時の視診にて、右前肢はしっかり負重できて
いましたが、左前肢は完全に挙上しているのが認められ
ました。X線検査では、左側撓尺骨で骨幹遠位 1/3にお
※ N」Kは、みなさんで作る雑誌です。症例紹介、御質問、御意見をとしどじお寄せくたさい。応募、質問方法は投稿フ万―ムを御覧ください。
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特別寄稿 左側撓尺骨再々骨折と右撓尺骨癒含遅延が認められ、術後にShook WaVe Therapyを実施した犬の1例 ×
● 理学療法
術後実施した1ルヽ ビリメニュー|ま表1にな1,ます=体
外衝撃波装置は、PLllSCVCt社のヴェーサトロンを使用.図
31 しました swTIよミダブラム、メデトミジンおよ
びフトルファノー ルを用いた鎮llill lヽ
‐で実施し、|1糊、1条件
を0.15mJ/mm2に設定し、 1回の実施で両前肢に対して
各500発照射しました。術後8日目に1回目の照射を行
い、その後は2週間間隔で合計3回実施しました (図4)。
図4.症例にSWTを実施 している写真。適応部位の毛を刈り、
プローフセリーを使用する。インプラント設置面には当たら
ないように注意 しながら、まんべんなく照射を行う。
表1.入院中のリハビリメニュー
入院中のレーザー治療はバンテージの上から実施 した。退院後の自宅でのリハビリメニューでは、左前肢
への体重負荷の練習をお願いした。術後51日目からは、自宅でのリハビリメニューにバランスディスク
を追加した。
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図3.本院で用いている体外衝撃波装置。スクリーンのE6
がエネルギー条件を表 しており、R05がプローフの種類を表
している。プローフサイズにより、最大到達深度が変わって
くる。
※ N」Kは、みなさんで作る雑誌です。症例紹介、御質問、イ卸意見をどじとしお寄せください。応募、質蘭方法は投稿フォームを御覧ください。
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術後 日数 リハビリ内容
1～2日目
3～4日目
マッサージ (ストローキングとニーディング)
患部のアイスパック
上記のメニュー
患肢のレーザー治療 (Fracture条件 1680J8W3m3sec)
肩甲骨に沿ってキセノン温熱治療
(患部のアイスパックは3日目で終了)
5～7日目
8日目
上記のメニュー
左前肢への体重移動の練習
上記のメニュー
1回目のSW丁を実施
9～11日目
マッサージ (ストローキングとニーディング)
患肢のレーザー治療
肩甲骨に沿ってキセノン温熱治療
左前肢への体重移動の練習
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特別寄稿 左側幌尺骨再々骨折と右撓尺骨癒合遅延が認められ、術後にShock Wave Therapyを実施した犬の1例
● おわりに
本症例は本院で初めてswTを実施した症例です[同
時に自家海1自1骨移植術も実施しているため、swTが左
lil∫IIそのフ11・癒i合|[おいてどれほと｀の有効性を示したのか ||:
確に推し|||ることはできませんが、3度||の骨折||`復術
|こしては骨癒合のスヒードが速いと感じています
また、右前肢 |こおいてはSWTのみ実施しており、そ
れによ|,骨癒合が認められたことからも、SWTは本症
例の骨癒合の促進|こ関して有効性があったものと考えら
れます .
今回、|′1家海 ||′|1骨移1直術とswTを併|||したこと|こ111
しても、「11者の作用機序からこれら2つの細み合わせは
理論上では理にかなっており、相乗効果も見込めたもの
と考えていますこ
SWTは操作が簡単かつ非侵襲的な治療方法で、その
安全性も証明されています:唯 ‐の欠点は、衝撃波発生
時に大きな青 (私の感覚では弁」を令11」で叩く十 1こ近い)
が発生するため、鋲ililiが必要になるということです.ま
た、インフラント設|1忙|||||こ照射すること、および、局所
麻||||をかけることはSWTの効果を減弱させてしまうた
め注意が必要です.
あくまでも骨折の整復は、骨折治療のスタートでしか
ありません[そのため整復して終わ|)ではなく、術後の
管理も重要になってきます[ヒトと違い人猫では、術後
に症例の協力が ll手く得られないということがしばしば
起こ|,得ます=不幸にも、再骨折や癒合不全が起こって
しまった場合の様々な治療法が確立していくことは喜ば
しいことですが、これらの治療法が行われないことが一
番なのは言うまでもあ|,ません1
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お久 しぶ りです 12016年4月から北海道に来て
ます.2014年9月には息子も生まれ、楽 しくやっ
てます
※N」Kは、みなさんで作る雑誌です。症例紹介、御質問、御意見をどしどしお寄せください。応募、質問方法は投稿フォー ムを御覧ください。
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